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平滑筋学会誌の編集に携わって

近畿大学名誉教授

砂 野 哲

学 会 の 演 壇 に立 っ て お 話 させ て い た だ くの

は,も う4,5年 ぶ り とい う こ とに な り ます.お

ま け に,現 役 の頃,雑 誌 編 集 の 後 期 で す が,小

脳 出 血 に見 舞 わ れ,「高血 圧 研 究 所 の 教 授 が 高 血

圧 に よ る脳 出血 を起 こ した 」 と いわ れ た もの で

す.現 在 で も そ の後 遺 症 の た め 歩 行 と多 少 の発

声 障 害 が あ ります.特 に 言語 障 害 で は老 人 性 の

もの も加 わ って,あ ま り う ま く話 せ な くな っ て

し まい ま した.本 講 演 で も,お 解 か りに な りに

くい と ころ もあ るか と存 じ ます が,お 許 しい た

だ い て お 付 き合 い を お願 い い た し ます.は じめ

に お 断 り して お きた い と思 い ます が,こ れ か ら

使 わ せ てい た だ き ます ス ラ イ ドは全 て,現 編 集

者 の鈴 木 教 授 に 作 っ て い た だ い た もの で す.ま

ず,鈴 木 教 授 に感 謝 いた し ま して,話 を始 め さ

せ て い た だ き ます.

私は1983年 に近畿大学教授 として赴任 しま

したが,そ の後数年経ってか ら,平 滑筋学会設

立メンバーの一人でもあ り,当 時の日本平滑筋

学会誌の編集責任者 として長年苦労 して来 られ

た東北大学の鈴木泰二教授(当 時は東北労災病

院の院長になられていました)か ら 「日本平滑

筋学会雑誌 の編集をやって くれないか」という

お話があ りました.「 しばら くは私が手伝 うか

ら」ということでしたので気持ちも軽 くなり,と

にか く編集 をお引 き受けすることになり,名 古

屋で開催 された第30回 総会(1988年)で 正式 に

承認 されました.

図1は 日本平滑筋学会雑誌第1巻 第1号 で,

鈴木泰三先生の御努力で昭和40年8月(19651

8)に刊行 された もので,表 紙 にあります目次か

らその内容がわか ります.雑 誌の印刷は従来通

り仙台の笹氣出版印刷 にお願 いすることとし,

雑誌の体裁 も第1巻 か ら続けてきた ものを踏襲

することにしました.

しかし,日 本平滑筋学会雑誌の編集が容易で

な い こ とは す ぐに思 い知 らさ れ ま した。 最 大 の

難 問 は,原 稿 が 全 く集 ま らな い こ とで した.つ

ま り,原 稿 が投 稿 され な い の です.投 稿 原 稿 が

な い こ とはrejectが で きな い こ と を意 味 し,ひ

い て は雑 誌 の 質 が 上 が ら な い こ とを 意 味 し ま

す.加 え て,1年 問 の発 行 回 数 が 維 持 で きな く

な っ て きた の で す.日 本 平 滑 筋 学 会 雑 誌 に対 し

て は「質 が 悪 いか ら投 稿 しな い 」,「lmpact Fac-

torが な い か ら投 稿 しな い」 な ど とい う声 が 強

くあ り ま した。Impact Factorを 獲 得 す るた め

に は雑 誌 の質 を上 げ な けれ ば な りま せ ん.質 を

上 げ る た め に は投 稿 数 を増 や さ な け れ ば な りま

せ ん.投 稿 が 無 い か ら質 が 上 が らな い.質 が 上

が ら な い か ら投 稿 しな い.ま さ に 「鶏 と卵 」 の

悪 循 環 で した.「1年 間 か2年 間 だ け我 慢 して 論

文 を投 稿 し て貰 えれ ば少 しで も質 を上 げ る こ と

が 出 来 る」と総 会 のた び に訴 え て き ま し たが,叶

い ませ んで した.総 会 の 度 に,編 集 報 告 と と も

に 口本 平 滑 筋 学 会 雑 誌 に論 文 投 稿 を お願 い す る

の が慣 わ し とな り,次 第 に総 会 を迎 え る の が 苦

痛 にな る ほ どで した.

論文投稿が少ないのは私に力が無いためであ

る,と 自分の能力の無 さを思い知 らされた毎日

でしたが,編 し責任者の役を引受 けたか らには,
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無責任 に放 り出すわけにもい きませんで した.

当時の日本平滑筋学会雑誌は和文原稿 と英文原

稿をどちらも受領 し掲載 していましたが,雑 誌

の質を上げ世界的に通用する内容にするために

は英文論文を主体 とする雑誌にする必要があり

ました.会 員からも「雑誌を英文誌にすべ きだ」

という声が強 くなって来 ました.し かし,私 は

まだ心配でした.完 全に英文誌 にしてしまった

ら,それまでの和文投稿を失ってしまうので,ま

す ます原稿数が減 るのではないかと危惧 し,完

全英文誌 とす ることにはなかなか踏み切れませ

んでした.

数 年 か か っ て検 討 を重 ね,ま た評 議 員 会 の 強

い意 向 も あ り ま して,昭 和62年(1987)か ら思

い切 って 学 会 誌 を英 文 に す る こ とに し ま した.

Journal of Smooth Muscle Research(JSMR)

の誕 生 で す.図2は 当 時 のJournal of Smooth

 Muscle Researchの 表 紙 で す が,現 在 の もの と

大 差 は あ り ませ ん.そ れ ま で使 っ て きた 懐 か し

い 緑 地 の表 紙 は この 年 か ら新 しい デザ イ ン に変

わ り ま し た.英 文 誌 の 編 集 で は,知 り合 い の

native speakerに 頼 ん で 編 集 委 員 に な っ て も

らい,refereeも 務 め て も ら う こ とに し ま した の

会 誌 を全 部 英 文 原 稿 の み に す る こ とに は もち ろ

ん 反 対 もあ りま した.そ こで,和 文 原 稿 は和 文

誌 と して 別途 扱 う こ とに し ま した.和 文 誌 の誌

名 はJournal of Smooth Muscle Research,

Japanese Sectionに し ま した.図3が そ の と き

作 成 さ れ た 和 文 誌 の表 紙 で,こ れ は現 在 まで 引

き継 が れ て お り ます.
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これで雑誌の体裁だけは出来 ましたが,論 文

投稿数は一向に増 えませんでした.そ れどころ

か,逆 に減少する結果になってしまいました.和

文原稿の投稿が減 るのはある程度覚悟 していま

したが,英 文原稿の方も全 く増えないのです.し

か も,こ の頃は,藤 井一元教授(広 島学院大学)

のお骨折 りで,文 部省(現 文部科学省)か ら出

版助成金 を受けるようになっていたので,毎 年

決 まった号数を発行 しなければならない義務 も

ありました.そ のため,原 稿数を確保すること

が最 も大 きな,し かも重要な業務でした.日 本

平滑筋学会雑誌は査読制度 を採っていたのです

が,必 要論文数が集 まらなかったので,投 稿 さ

れた論文 は全部受理 しなければならない状態で

した.査 読 していただ く先生方にはその旨を理

解 していただいて,誤 りを修正していただ くだ

けの査読 というのが実情でした.こ のような状

態では外国の査読者には怖 くてなかなか頼めま

せんでした.初 めから受理を前提 として査読審

査 をお願 いすることな ど出来なかったのです.

外国の某大物研究者からは 「JSMRのreferee

になっているが,査 読依頼が無い」と皮肉をい

われた こともあ りました.投 稿 された原稿を失

うのが 「怖 くて依頼できなかった」のが実情で

した.

編集の途中で,海 外 にある大手出版 社か ら

「JSMRは 極めてユニークな雑誌で,ぜ ひ印刷

と販売拡張をやらせて欲 しい.英 文チェックは

うちの会社がする」 という話が舞い込んだ こと

もあり,話 合いが続 きましたが,最 終的にその
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申 し出に乗切れなかったのは,や はり投稿数の

少なさでした.残 念なのは,日 本平滑筋学会が

ユニークな会であることは世界中の関係者が認

めてお り,JSMRも ユニークな雑誌であると言

われなが ら,会 員にそのことを理解 して貰えな

かった ことでした.当 時,会 員の先生たちが少

しだけ我慢 して協力 して下 されば,こ うした問

題 も乗 り切れて,雑 誌の質が上がるのにと思っ

た ものです.

掲載論文が集まらず,致 し方な く自分の研究

室の論文を充てることも少な くあ りませんで し

た.若 い教室員の不満そうな顔 にも目を背けま

した.年 間の刊行数を維持するためには致し方

なかったのです.そ うした苦 しい状況のなかで

編集業務を助けてくれたのは当時の島村佳一助

教授(現 北海道医療大学教授)で した.編 集業

務の後半には私自身が小脳出 血で入院した とき

などは,編 集の実務 は殆 ど島村助教授が引き受

けて くれ,私 は□頭でいくつかのア ドバイスを

する程度 といった状態で したが,そ れで も何 と

か乗 り切ることが出来ました.

編集業務 にはかな り疲れ果て,2000年8月 か

らは予ねて期待 していた若手,名 古屋市立大学

鈴木光教授に強引に頼み込んで編集 を引き受け

て頂 く事にしました.鈴 木先生は平滑筋の研究

業績 も多 く,実 力,実 行力,国 内外での,と く

に外国のこの分野での知名度の高 さなどが兼ね

備わっているので目本平滑筋学会雑誌を何 とか

していただけると信 じていました.そ れ と,か

ねてから親 しくして頂いて,頼 みやすかった こ
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と もあ り ます.ま さ に私 に とっ て至 上 の人 物 で

した.

奇 しくも,本 誌の編集は仙台の鈴木先生から

私を挟んで今度 は名古屋の鈴木先生に移 ったわ

けです.た だ,告 白すれば,私 が仙台の鈴木教

授から依頼 されたときと同様に,原 稿集めに四

苦八苦 していたことも,会 員か らいろいろな苦

情 をうけたことも,かなり疲れていたことも,名

古屋の鈴木先生 には話 しませんで した.「暫 くは

私が手伝 う」 といって,か な り強引に引き受け

て もらったのも私の場合 と似 ていました.

図4は 名 古 屋 の鈴 木 先 生 が 編 集 者 に な られ て

か らの 英 文 誌 の表 紙 で す が,最 初 の もの と変 化

して お りませ ん.し か し中 身 は大 き く違 っ て き

ま した.大 変 な役 目 を引 き受 け て も らっ た 名 古

屋 の 鈴 木 教 授 で す が,先 生 の 優 れ た能 力 と努 力

で,結 果 的 に現 在 の立 派 な雑 誌 が 出来 上 が っ た

の で す.原 稿 の 質 も向上 し,英 文 も鈴 木 先 生 の

顔 でnative speakerの 校 閲,添 削 を受 け て雑 誌

も内 容 的 に立 派 な も の に な りま した.ISI社 の

Current Contentsに は い ま だ 採 用 さ れ て い な

く,Inlpact Factorも まだ な い とい う こ とで す

が,多 くの デ ー タ ベ ー ス 会 社 に採 用 され,い ま

や 世 界 の平 滑 筋 研 究 者 がJSMRの 論 文 を 目 に

して い る とい う こ とが 明 らか に な って い ま す.

実 際,世 界 の 研 究 者 がJSMRの 論 文 をdown

-loadす る数 も増 え て い て,当 然 なが ら,外 国 か

らの 投 稿 も増 え て きて い る よ うで す.こ れ ら は

全 て編 集 委 員 長 で あ る鈴 木 先 生 と,編 集 委 員 の

先 生 方 の 努 力 の賜 物 と敬 服 い た し て お り ま す.
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今 となっては,出 版を外国の出版社に任せる必

要が無かった と思っております.

和文誌の方はJSMR(Japanese Section)と

して発足 した ことは先ほどお話 ししましたが,

最近になって,こ の和文誌の方は,出 版の都合

上,体 裁 はそのままで日本平滑筋学会雑誌,と

改名 されています(図5).ま た和文誌の英名 も

Nihon Heikatsukin Gakkaizassiと な りまし

た.

このように,雑 誌の内容は素晴らしい ものに

な りましたが,相 変わらず投稿数 には苦労され

ておられるようです.た だ,鈴 木教授は,投 稿

数が少ないことも,編 集に苦労 されていること

も口にされず,い つ も前向きです.本 学会は実

に良い編集者 をもった ことにな ります.

これまでお話してきましたように,私 は雑誌

を英文誌にした以外,こ れを大きく前進させる

ことは出来 ませんでしたが,新 しく鈴木先生 を

選んだ点では褒めて頂いて良かろうかと思って

います.JSMRが 本当に良い雑誌になるには,

原著論文の投稿数が増 え,雑誌が厚 くなること,

rejectで きる余裕ができて,内 容的にも向上し

て くること,な どが望まれます.こ れは私の夢

であ りましたが,そ の夢が実現 しないうちに引

退 とな り,学 会でも名誉会員 という有難いが淋

しい名前を頂いている次第です.

鈴木教授のお陰で,雑 誌は立派にな りました

が,こ れをさらに盛 り立て,世 界に誇れる雑誌

にしていただきたい と願っています.そ のため

には,「投稿数が増えて,編 集に余裕ができるこ

と」がまず大切か と思います.素 地は出来てい

ます.そ のためには,鈴 木教授のお骨折 りだけ

ではなく,会員の先生方の協力が必要なのです.

雑誌をますます発展,向 上させるためにも,会

員諸先生のご理解 と,ご 協力 をお願いして,私

の拙い,古 い話を終わらせていただきます.


